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年に Putnam により，SC を人々の協調行動を活
発にすることによって社会の効率性を高めること
のできる，「信 頼」，「規 範」，「ネットワーク」と
いった社会組織の特徴であると明記して以来関心
を集めている．
　近年，この SC が健康寿命と強く相関があるこ
とが報告されている．しかし，SC に影響する因
子についての報告は少ない．Takeuchi らは，SC
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に含まれる社会参加が，日本人高齢者間でより良
い口腔内の状態と相関することを報告したが，未
だ因果関係の解明には至っていない．
　そこで，我々は歯周組織の健康状態が健康寿命
に影響するか否かを解明する一助として，歯周組
織の健康状態とフレイル，SC との関連性を通し
て，歯周組織の健康状態悪化からフレイルの悪化
が起こり，SC を規定する信頼，規範，社会参加
の低下，健康寿命の短縮という図式が成立すると
いう仮説をたて，これを検証するための準備研究
として横断研究を施行した．
